
インターンシップの実施状況

インターンシップ実施例・5日間のパターン ※自社と置き換えて活用してください。

開催日 初日 2日目 3日目 4日目 最終日

プログラム例 就業体験プログラム初回受け入れプログラム まとめプログラム

内容例

大学生の就業観成熟に対して、インターンシップは有効で、結果、採用につながる企業が増えています。

就業体験① 就業体験②
Ex.（企業内）
昼食会、
社員インタビュー、
知識研修、工場見学など

Ex.（企業内外）
同行、○○の仕事体験
など

就業体験③
Ex.（企業内外）
商品企画、調査、
座談会など

●目的の説明
●スケジュール
●社員自己紹介
●学生自己紹介
●会社紹介

●振り返り
●成果発表
●メンター講評
●表彰式
●まとめ
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■2017 年度［予定］N=685
■2016 年度［予定含む］N=649
■2015 年度 N=558

データは無回答サンプルを除いて集計 出典「リクルートキャリア 就職みらい研究所調べ」

出典「リクルートキャリア 就職みらい研究所調べ」

企業の2017年卒の内定者の中に、インターンシップ参加
者がいたかどうかについて、参加者がいたのは72.5％で、
2016年卒よりも6.0ポイント増加しています。

内定者の中に自社の
インターンシップ参
加者がいた

72.5%

23.2%
インターンシップ
は、採用目的として
実施していないが、
結果的に内定者の中
に参加者がいた

49.1%

内定者の中にはインターン
シップ参加者がいなかった

インターンシップは、
そもそも採用目的と
して実施している27.5%

インターンシップの実施目的
（インターンシップ実施企業［実施予定を含む］／複数回答）

内定者のインターンシップ参加状況
（インターンシップ実施企業／単一回答）

会社全体で、社内での事前ガイダンスの実施（目的共有・学
生への声かけ・挨拶など、学生を受け入れるための雰囲気づ
くり）や、プログラムの講師依頼など、インターンシップに
よる学生の受け入れを歓迎する雰囲気をつくる。

（募集・選考を行うのは、大学や企業、その他の機関などです。）

目的意識を持って学生がインターンシップに参加できるように、企業側が受け入れ初日に必ず「受け入れプログラム」を導入。
「インターンシップの目的」・「学んでほしいこと」・「学生への期待」・「学生の自己紹介」・「メンターや責任者の紹介」・「目
標設定」に加えて、社内での過ごし方のルール（休憩・食事・その他マナーなど）を学生と共有します。

インターンシップの効果を高めるために、毎日または最終日に「振り返り」の時間を取ることが最も重要で、学生自身が何
を学び、どう成長しているかを実感させることが目的です。結果的に企業への理解・自分への理解を深めるため、動機付け
の強化につながります。

インターンシップ実施目的の設定

社内体制の整備

オリエンテーションの実施

●どんな学生を対象とするのか？　●自社の魅力をどう理解してもらいたいか？
●学生には何を学んで欲しいか？

インターンシップ実施目的を明確化する。
自社が何をゴールとするかを明確にすることが重要です。

インターンシップ導入のプロセス

1

インターンシップの募集と選考
学生のやる気や資質を判断するため、課題や質問を設定し選考します。2

社内への協力要請
役割分担を明確にし、「受け入れ責任者」・「メンター（教育
担当）」・「講師」を決定し、各役割担当に対して期待を明確
に伝えます。また学生には、誰に何を相談すればいいのか
を分かりやすく伝えます。

役割分担を明確にする

事前に社内体制を整えておくことが、
人事・受け入れ現場・学生の負荷軽減、満足度の向上につながります。

3

4

就業体験プログラムの実施5
振り返りの時間6

初回受け入れプログラムにて学生に目的等を説明。

まとめプログラムにて、学生がインターンシップを通して得たものを実感。

定型業務・プロジェクト等を明示して、学生のスキルを活用して
社員に対する活性化を促す

採用を意識し学生のスキルを見極める

仕事を通じて、学生に自社を含め、業界・仕事の理解を促進させる

将来の顧客となり得る学生に対して、
自社に対する理解・イメージアップを促進させる

学生に就業体験の機会を
提供することで、社会貢献する

採用に直結したものとして実施

従来の採用とは異なるタイプを見出す

※次ページの実施プログラム例を参考にしてください。

8 8.1%

51.1%

42.7%

35.3%

11.2%

9.7%

9.5%

インターンシップ
参加企業への

内定が増えています。

インターンシップの実施期間
（各年度のインターンシップ実施企業［実施予定を含む］／各年度単一回答）

インターンシップ実施期間は1日が最も多く、1週間未満が約3分の2を占めています。時期は主に春期・夏期に行われています。

国などが推奨している 5日間の実施例としては、次のような日程が考えられます。
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